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パ ネ ル発 表2003.11-15,16 『デザイン理論』44/2004

『主婦之友』にみる大正期の子供服について

岡林裕子/大 谷女子短期大学

大正期には 「生活改善運動」 として家庭生

活の合理化,欧 米化が唱えられ衣服の洋装化

が勧められた。一般家庭への衣服の洋装化の

普及には当時の婦人雑誌が果たした役割が大

きいと考えられる。

そこで本研究では,実 用的な家庭生活情報

を中心に編集された大正6年 発刊の 「主婦之

友』 より,洋 装化が勧めやすかったであろう

子供服について主に製作面より検討すること

とした。対象とした資料は雑誌 『主婦之友」

のなかで 「主婦之友代理部の家庭重宝品新聞」

にて紹介,販 売され,さ らに記事で仕立方が

掲載 された下着を含む図1～7(販 売品①～

⑨)の9点 である且。

代理部の家庭重宝品新聞は通信販売のよう

なものであ り,巻 末の誌面に掲載されていた。

①～⑨の子供服が家庭重宝品新聞において,

販売されていた内容は表1に まとめた。 これ

らの子供服は,記 事で仕立方が掲載された後

に代理部で販売されてお り,読 者を通 じて普

及されていたと推察する。なかでも掲載期間

の長い①②⑤の下着や③④の男女児服につい

ては特に普及 していたと思われる。

子供服に関 しては 「今の婦人に洋服という

のは難 しいが,子 供は洋服時代 となるので,

母親に洋服の知識を持ってもらいたい。」2と

洋装化を勧めている。

さて,こ の9点 の子供服が実際にどのよう

な構成をしていたのかを知るため,本 発表で

は記事に従 って型紙を作成,立 体化 し再現 し

たものを展示 した。(写真1～9)

再現 した結果わかったことは,ま ず布地を

裁断するには,現 在では当然のこととして捉

えられているが,型 紙を作成する必要がある

ということ。型紙を作成することは,当 時着

欝ll饗欝1

薪講羅羅羅
頃 も袖 も一つに繋がった直線的な和服の要素

を引継いだ場合とに大別される。(図9)

、飜毳離貸灘朧説鷺
の子供服は縫代が含まれていた。

その他,製 作面から気づいたこととしては,

・胸囲からの割出し寸法ではな く指示された

寸法で型紙を作成するため袖,衿,身 頃の縫

合せ箇所に寸法の違いが起こりギャザーやタッ

クで処理をしていたと考えられる。

・ズボンの場合,腹 部をゴムで締付けるのは
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表1「 主婦之友代理部の家庭重宝品新聞」にて販売され,記 事にも仕立方が掲載されていた子供服(大 正期)

代理部品名 代理部掲載期間 価 格(巻 一号) 送 料 記事のタイトル 掲載巻号 著 者 掲載型紙
年齢

和洋の長所をとった

① 子供の寝 冷え知らず
→(6巻6号、子供寝冷

知らず

5巻フ号一9巻12号
～

丁10-7月 一T74-72

月 一

極.ヒ 伊 太 利 ネル 袈4、5虚 用{丈1尺8寸X5一 ブ)1円30銭
喝(7-2髄 〕1円20g

,].8畿 用(Ax尺X5-7、1円60銭 一n-

i)i円50銭.沿 塗 前 後 用(丈z尺5寸xs-riz円 一(7-

2噛11円go銭

各(5一 ブ〕12銭.満 觧

(5一ブ)45銭 、台 樺

〔5一ブ)30銭 一7-

5噛〕d5銭

「和洋の長所を集めた新
式の$nえ 知らず」
一愛児の寝冷え予防のために
御用意下さい一

5巻6号
T10-6月

和洋裁縫女学校
洋服科教師
吉田壽代

7,8才

嚶闇魏撃謠下
洋服下着

5巻12号 一9巻12号
～

T10-12月^-TIO-

12月 ～

上 等 伊 太 利 ネル 製45歳 用f5-IR6-14)t円sag,s.s

艘 用(尺6×6-14it円90銭 一 〇-z'n円80銭.]01

用(5-126-1T)4円20銭 一78歳 用 〔尺axe-2!2円,ax

用O-2驢,2円30銭 」0燦 前 後(5-i16-W2円50銭.上

等 キ ャラ コ製4.5鍛 用 【6-971円30銭.78置 用 〔6-9'L

円50銭

各 〔5-12〕12銭.満

鮮(5-12〕45銭.台

揮 ⊂5-12130-p-5

NS銭 拿(6-9')3

枚 ま で 同 じ

「和洋服兼用の女児下着

の仕立方亅
一特に通学中のお子さん方の

ために大そう便利な下着です
一

5巻11号

T10-1i

月

カナリヤ仕事会
杉山つね子

7,8才
女児用

③ 男児の遊戯服 6巻9号 一6巻12号
T17-7月 一丁日一10
月

型 紙34崖 用 と56歳 用 の2種 で1組(6-9;35p.仕 立 て

た もの 上 襲34歳 用(6-977円50銭,5.6艦 用(8$19

円.並Aga歳 用(fi-9り}4円.5.5艦 用(8-91581

型 紙 〔6-9)1g.内

地 〔6-9"}12銭.満 鮮

〔5-9145銭.台 樺

{6-9マ〕30銭

「軽快で衛生的な遊戯服
の仕立方」
一これを御覧になれば維方に

でも出来ます一

6巻7号

T11-5月
新装昔及会
福岡やす子

5.6才
男児用

④ 女児用の夏洋服

6巻9号 印11号.7

巻6号 ～7号

T!1-7月 一T11-9

月Tit-6月 一

丁12-7月

型 紙iA@(6-9噌6-11]-fi)20銭 、仕 立 てた もの78農 用

⊂6-96一 ほ、7-s'u円50銭.45霞 用(δ一9.6-117-6.}4円

50銭

Skま で 内 地(6-

9ヤ6-11-filiY銭 噛

満 鮮(6-H6-11?-

fik5銭.台 擁 〔5-

9`6-117-fi)SOH.

型 績 〔7-fi)Z銭

「子供の新型夏服の仕立
方亅
一仕立は簡単ですが恰好は大
そう可愛いものです一

6巻8号
T11-6月

和洋裁縫女学校
洋肥科教師
吉田壽代

7.8才

女児用

⑤ 子供用防寒下着 7巻2号 ～7巻9号

T12-2月 一T72-9
月

地 蹊 黒 毛 繕 子 大 ⊂910歳 用 ×丁一Z1)3円80銭.小v.et

用X7-2ヤ}3円50銭

内 垉 〔7-z'uzg.台

樺 鮮 満b-IUS銭

「防寒用の子供洋服下着
の仕立方」
一子供の洋服は下着に注意す

れば温かです一

7巻1号
T12-i月
新装晋及会
福岡やす子

6,7才 用
主に女児用

⑥ 最新流行少女ドレッ
ス

7卷8号 ～7巻9号
丁12-8月一T12-9

月

自 の オーガ ンシー12、3歳 用p-B)lt円.78歳 用0-8)10

円 、下 着(キ↑ラコ製}大O-8驢)2円60銭.小(コ ー8:R円30

銭 、 型 紙1鰛 ζ7一的 ㌍ 銭

各 内 地 ローB)iO

銭 、台 樟 溝 鮮 ロー

87C5銭.型{gct-

8)1銭

「経済で上品な少女ドレス
仕立方」
一子供の晴着は地質よりも型
の選択が一番一

7巻7号
TI2-7月 高橋美代子

13、14才

女 児 用
r
ハ ー ティー ド

レス

8女 朋 ・夏遊飆
8巻9号
T13-9月

キ ャラコ 製4.5歳 用(e-9)2円50銭.ギ ン ガ ム 製45歳

用 β、丁歳 用;8-9}各2円 、ボ イ ル 製45邉 用57歳 用(8-9)

各31950銭

〔3藩ま で 〕内 地(8-

9)lt--,海 外(8-

alas銭

「可愛らしい子供の遊戯着
の仕立方」
一型は瓢式の可愛らしいもの

で仕立はいつれも簡単です一

8巻8号
T13-8月
関車女学授教師
吉田壽代

4.5才
女児用

6フ才
女児用

⑨ 男児用夏の遊び着 8巻9号
T13-9月 ギンガム製S.61$用(8-WT円80銭

「3懸ま で}内 地(8-

9》:2銭,海 外(8-

9)45銭

「五六歳用の男児用遊び

着の作方」
一藩心地がよくて便利で遊び

着としては理想的のもの一

8巻8号
丁13-8月
関東女学校教師
吉田壽代

5.6才

男 児 用

写真7 写夏8 写真9

よ くない とされ,胴 部 は帯や紐で締め,ボ タ

ンで上下 が取 り外せ るようになって いる。

・ジッパーがまだ普及 して いないので ,明 き

の部分 はホ ックやボタ ンを使用 してい る。

・縫代端 の始末 には,見 返 しや斜布が使用 さ

れ,曲 線裁 ちの洋服 にあわせた縫製が行われ

ている。

・仕立方の記事には寸法や縫製方法が明確に

記載されていない場合がある。

当時記事を見ながらの製作は試行錯誤を繰

り返 し,各 々の裁縫技術で工夫 しなが ら仕上

げていたと思われる。

1図1(5巻5号),図2(6巻1号),図3,

4(6巻9号),図5(7巻2号),図6(7巻

8号),図7(8巻9号)よ り

2新 装 普 及 会 福 岡 ヤ ス子 大 正11年2月15日
゜
FJ(6巻4号)「 洋 服 に 就 いて 知 ら ね ば な らぬ

知 識 」
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カ メ ラを携 え,山 中奧深 く分 け入 って いくうちに,時 と して尋常で はな い感覚 にとらわれ,

思 わず シ ャッターを切 っていることがある。 山を歩 く身体感覚 とともにあ る ピンぼ け写 真には,

通 常では見え ないものが写 って いるのか,あ るいは通 常見 えているものが写 って いな いのか。

パネル展で は,で きる限 り大 きなサイズで展 示 し,観 る人が近づ いた り遠の いた りして,自 ら

の見えるもの,見 えないものの感覚を発見 していただきたいのであ るが,こ の誌面で はそ うも

いかない。 さ らに 「カ ミ空間の予感」は望むべ くもないが,写 真を大 き くす る,小 さくする こ

とで,写 真 の ピン トとはなにかを考えて いただ ければ幸 いである。

見 え な い もの を 見 る

… … カ ミ空 間 の 予感

北辻 稔

助大阪都市協会
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